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トピックス4　日本の気候に適応した洋上風力発電の実証研究
（独）新エネルギー・産業技術総合開発機構と東京電力（株）は共同で、洋上風力発電の実証研究を始め
ると発表した。洋上風力発電は、陸上に比べ安定した風力が得られることから欧州では盛んに進められ
ているが、我が国でも「2020年を見据えた海洋国家成長戦略」の中での開発・普及を進めるとしている。
この実証研究は、2010年 6月から 2014年 3月まで実施され、2011年度に千葉県銚子沖に高さ130m・
ローター直径 90m・出力 2,000kWの日本最大級の風力発電設備を設置する。実証研究により、台風な
どの自然災害が多く、洋上風力発電に適した遠浅海域の少ない日本の自然環境に適した設計・施工方法、
運転保守方法などの設計指針を確立するとともに、環境に与える影響も調査する。またこの結果を、同
じ海域に設置される風況観測タワーによって得られる気象・海象データと統合することで、日本の環境・
気候に適応した洋上風力発電技術の確立を目指す。
洋上風力発電は、陸上に比べ安定した風力が得ら
れることから、設置に適した遠浅の海域の多い欧州で
は盛んに進められている。一方、広大な排他的経済水
域を有する我が国でも「2020 年を見据えた海洋国家成
長戦略」1）の中で、洋上風力発電の開発・普及を進め
るとしている。港湾内や沿岸部に風力発電設備を設置
した例はあるが、より広範な海域で洋上風力発電を実
施するためには、台風や地震などの自然災害が多く、
設置に適した遠浅の海域も少ない日本の環境・気候に
適応した技術の確立と、適地選定のための気象・海象
データの蓄積が必要である。
（独）新エネルギ ・ー産業技術総合開発機構（NEDO）
と東京電力（株）は共同で、千葉県銚子沖で洋上風力
発電の実証研究を始めると発表した 2）。この実証研究
は、2010 年 6月から2014 年 3月まで実施され、2011
年度上期に銚子市の南沖合約 3km、水深約11mの海
域に着床式注）風力発電設備 1基を設置する。沖合に
おける洋上風力発電の実証研究は日本初の試みとな
る。この発電設備は、高さ130m・ローター直径
90m・出力 2,000kW以上の日本最大級で、海底ケー
ブルを介して電力系統に接続され、発電した電力を一
般家庭に供給する計画である。
実証研究では、地震や台風による暴風や高波に対し
て安全であり、塩害などを受けにくい風車や基礎を開
発すること、遠隔監視技術などを適用して、アクセス
が難しい洋上設備に適した運転保守方法を開発するこ
となどを通じて、日本における洋上風力発電の設計・
施工方法、運転保守方法などの設計指針の確立を目
指す。加えて、発電設備が海生生物や鳥類などに与え
る影響についても調査を実施する。この実証研究に先
立ち、東京電力（株）は東京大学と共同で、2009 年 8
月より同じ銚子沖の洋上に風況観測タワーを設置し、
風況や波浪などの気象・海象状況を把握することを目
的とした研究をNEDOの委託事業として実施してい
る3）。
今回の実証研究の結果を、風況観測タワー等によっ
て得られる気象・海象データと統合することで、日本
の環境・気候に適応した洋上風力発電技術の確立を
目指す計画である。
注：洋上風力発電には着床式（または着底式とも言う）と
浮体式があり、前者は海底に固定された基礎に、後者
は海上に浮遊する基盤に発電設備が設置される。水深
80m程度までは着床式が経済的と言われている。
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図表　実証研究設備完成予想図
出典：東京電力（株）提供資料
（風況観測タワー）
風車
（波浪観測装置）
（　）の設備は、洋上風況観測システム実証研究にて設置済または設置予定の観測設備
